
　　『第3版 作業療法学ゴールド・マスター・テキスト 精神障害作業療法学』正誤表

　『第3版 作業療法学ゴールド・マスター・テキスト 精神障害作業療法学』第1版第1刷(2021年2月10日)に誤りがありました。

ここに慎んでお詫び申し上げるとともに,以下の通り訂正させて戴きます。

（2021年2月3日　メジカルビュー社編集部）

ページ 該当箇所 誤 正

p.163 表6

・「人員配置」の列を赤字のように修正（略語を用いずに職種名を記載。また，「精神科デイ・ケア

（大規模）」に「看護師」「精神保健福祉士」を，「精神科ナイト・ケア」に「看護師」を追加）

・「精神科デイ・ケア（大規模）」と「精神科デイ・ケア（小規模）」の診療報酬点数を入れ替え
削除
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実施時間
（1日当たり） 人員配置 定員 面積 診療報酬

点数

精神科デイ・ケア
（大規模）

6時間を標準
とする

• 精神科医師
• OTRまたは経験を有するNrs. ，公認心
理師のうち専従する3人の従事者

50名 60m2以上
（患者1人に4m2） 590点

精神科デイ・ケア
（小規模）

6時間を標準
とする

• 精神科医師
• OTR，Nrs. ，公認心理師またはPSWの
うち専従する2人の従事者

30名 40m2以上
（患者1人に3.3m2） 700点

精神科
ナイト・ケア

4時間を標準
とする

• 精神科医師
• OTRまたは経験を有するNrs. ，公認心
理師，PSWのうち専従する2人の従事
者

20名 40m2以上
（患者1人に3.3m2） 540点

精神科
デイナイト・ケア

10時間を標準
とする

• 精神科医師
• OTRまたは経験を有するNrs. ，Nrs. ，
PSW，公認心理師または栄養士のうち
専従する2人の従事者

30名

40m2以上
（患者1人に3.3m2）
• 調理設備を有する
ことが望ましい

1,000点

精神科
ショート・ケア
（大規模）

3時間を標準
とする

• 精神科医師
• OTRまたは経験を有するNrs. ，Nrs ，
公認心理師またはPSWのうち専従する
3人の従事者

50名 60m2以上
（患者1人に4m2） 330点

精神科
ショート・ケア
（小規模）

3時間を標準
とする

• 精神科医師
• OTR，Nrs. ，公認心理師またはPSWの
うち専従する2人の従事者

20名 40m2以上
（患者1人に3.3m2） 275点

※OTR：作業療法士，Nrs.：看護師，PSW：精神保健福祉士

精神科デイ・ケア等の施設基準表6

作業療法参加型
臨床実習に向けて

チーム医療を実践
精神科デイ・ケア等は，作
業療法士だけでなく看護
師，精神保健福祉士などの
他職種と協業で運営されま
す。実習指導者の他職種と
のかかわりをしっかり見学
し，模倣・実践しよう。

 ●精神科デイ・ケア等の対象
精神科デイ・ケア等は，精神疾患を有するものを対象としている。統合
失調症を中心に，気分障害，不安障害など，また発達障害や薬物依存者を
専門にした取り組みなど，幅広く対応する。年齢層も，児童思春期から高
齢期までニーズがある。

 ■精神科デイ・ケア等の支援の実際
精神科デイ・ケア等では，個々の患者に応じたプログラムに従って，グ
ループごとに治療する。以降では，その支援の実際について解説する。

 ●精神科デイ・ケア等の利用目的，利用目標
精神科デイ・ケア等の利用目的や利用目標は，利用者の抱える疾患，回
復段階など利用者のニーズによって異なる。その代表的なものを表7に示
す。

経験を有する看護師
精神科デイ・ケア等です
でに勤務経験のある看護
師のことをいう。かつて
作業療法士の供給が足り
なかった状況に合わせた
ものと指摘されており，
この人員見直しが作業療
法士から要望されている。

補 足
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作業療法参加型
臨床実習に向けて

精神科作業療法のプログラム
に外来の患者が参加すること
もしばしばある。実習指導者
の入院患者と外来患者とのか
かわり方の違いをしっかり見
学しよう。

3 精神科デイ・ケア，ナイト・ケア，ショート・ケア
入院医療中心の精神医療から，精神障害者の地域生活を支えるための精
神医療への改革が進められていくなか，地域生活を支えることができる良
質な精神科デイ・ケア等の精神科における通院リハビリテーションの充実
が求められている。

 ●精神科デイ・ケア等の概要
精神科デイ・ケア等は，精神疾患を有する者の社会生活機能の回復や，
地域への復帰を支援することを目的として行われる。その施行時間や規
模などによって，精神科デイ・ケア（小規模・大規模），精神科ナイト・ケ
ア，精神科デイナイト・ケア，精神科ショート・ケア（小規模・大規模）に
類別される。それぞれの施設基準の概要を表6に示す。表6で示した概要
以外にも，人員配置や定員などには細かな規定がある。また，施設基準は
改定されていくので，実施に際しては確認が必要である。施設基準にある
ように，精神科デイ・ケア等は，作業療法士だけでなく，精神科医師，看
護師，精神保健福祉士＊3，公認心理師＊4など，多彩な職種による援助チ
ームで構成される。

＊3　精神保健福祉士
psychiatric social worker
（PSW）ともよばれる。精神
保健福祉領域のソーシャル
ワーカーの国家資格である。

＊4　公認心理師
心理状態の観察や結果の分
析，心理に関する相談・助
言・指導，心の健康に関す
る教育や情報提供を行う国
家資格である。

Case Study
10歳代男性。学校での期末テストの前日に，急性の幻覚妄想状態が出現した。統
合失調症と診断され，薬物療法により症状が軽減し，1週間後，高校復学を目標に
外来作業療法が処方された。

この対象者の精神科作業療法導入時の目的で適切なものはどれか。
a　友達作り
b　学業の補習
c　生活リズムの獲得

☞ 解答 p.270

Question 2

実施時間
（1日当たり） 人員配置 定員 面積 診療報酬

点数

精神科デイ・ケア
（大規模）

6時間を標準
とする

•
•
精神科医師
作業療法士または経験を有する看護師，
看護師，公認心理師または精神保健福
祉士のうち専従する3人の従事者

50名 60m2以上
（患者1人に4m2） 700点

精神科デイ・ケア
（小規模）

6時間を標準
とする

•
•
精神科医師
作業療法士，看護師，公認心理師または
精神保健福祉士のうち専従する2人の従
事者

30名 40m2以上
（患者1人に3.3m2） 590点

精神科
ナイト・ケア

4時間を標準
とする

•
•
精神科医師
作業療法士または経験を有する看護師，
看護師，公認心理師，精神保健福祉士
のうち専従する2人の従事者

20名 40m2以上
（患者1人に3.3m2） 540点

精神科
デイナイト・ケア

10時間を標準
とする

•
•
精神科医師
作業療法士または経験を有する看護師，
看護師，精神保健福祉士，公認心理師ま
たは栄養士のうち専従する2人の従事者

30名

40m2以上
（患者1人に3.3m2）
• 調理設備を有する
ことが望ましい

1,000点

精神科
ショート・ケア
（大規模）

3時間を標準
とする

•
•
精神科医師
作業療法士または経験を有する看護師，
看護師，公認心理師または精神保健福
祉士のうち専従する3人の従事者

50名 60m2以上
（患者1人に4m2） 330点

精神科
ショート・ケア
（小規模）

3時間を標準
とする

•
•
精神科医師
作業療法士，看護師，公認心理師または
精神保健福祉士のうち専従する2人の従
事者

20名 40m2以上
（患者1人に3.3m2） 275点

精神科デイ・ケア等の施設基準表6

作業療法参加型
臨床実習に向けて

チーム医療を実践
精神科デイ・ケア等は，作
業療法士だけでなく看護
師，精神保健福祉士などの
他職種と協業で運営されま
す。実習指導者の他職種と
のかかわりをしっかり見学
し，模倣・実践しよう。

 ●精神科デイ・ケア等の対象
精神科デイ・ケア等は，精神疾患を有するものを対象としている。統合
失調症を中心に，気分障害，不安障害など，また発達障害や薬物依存者を
専門にした取り組みなど，幅広く対応する。年齢層も，児童思春期から高
齢期までニーズがある。

 ■精神科デイ・ケア等の支援の実際
精神科デイ・ケア等では，個々の対象者に応じたプログラムに従って，
グループごとに治療する。以降では，その支援の実際について解説する。

 ●精神科デイ・ケア等の利用目的，利用目標
精神科デイ・ケア等の利用目的や利用目標は，利用者の抱える疾患，回
復段階など利用者のニーズによって異なる。その代表的なものを表7に示
す。

経験を有する看護師
精神科デイ・ケア等です
でに勤務経験のある看護
師のことをいう。かつて
作業療法士の供給が足り
なかった状況に合わせた
ものと指摘されており，
この人員見直しが作業療
法士から要望されている。

補 足

心理教育プログラム
病気や治療，生活の仕方
に関する正しい知識と情
報を学べるようなプログ
ラムにより，病気や障害
に伴うさまざまな問題の
対処法を身に付けること
を目的としている。統合
失調症以外にも，うつ病
やアルコール依存症，ま
た糖尿病などの生活習慣
病に対するプログラムも
行われている。

補 足


